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 古代インドでヴェーダ聖典を奉じていた人たちと，古代イランでゾロアス

ター教の聖典『アヴェスター』を奉じていた人たちは，両者の言語的共通性か

ら，共通の起源を有すると言われている。インドにおけるヤマは，古代イラン

においては，「イマ」という名前で知られ，最初の人間にして理想的統治者のイ

メージで信奉される。『アヴェスター』は，たいへん難解な文献であり，その解

釈には多くの議論があるが，全訳である野田（2020）により，「イマ」の位置づ

けを大まかに知ることはできよう。 

 古代インドにおいては，最古の聖典である『リグ・ヴェーダ』に既にヤマは

登場している。辻（1967）および（1970）に，ヤマの登場個所が紹介されてい

る。インドにおけるヤマは，その最初から「死者の世界の王」として登場して

いる。当時の世界観によれば，地上で長寿を達成し，死後はヤマの世界に到達

し，祖霊と共に享楽を受けることが理想であった。 

 そののち，ウパニシャッドの時代になると，「世界の真理を説く聖者」的イ

メージで描かれる。辻（1967）には，岩本裕による『カタ・ウパニシャッド』

の全訳が載せられ，ナチケータスとヤマの対話からなる物語を日本語で読むこ

とができる。 

 仏教におけるヤマ（閻魔）は，天界（楽園）とのつながりが薄くなり，もっ

ぱら地獄へ送り込む審判者（閻魔大王）として描かれるようになる。岩本（1965）

および（1979）でその概要が得られよう。 

 中世以降のヒンドゥー教でも，ヤマが重要な役割を果たす『ナースィケータ

物語』が人気を博してきた。この物語は，『カタ・ウパニシャッド』の発展形の

一種であるが，拙訳（2025）および（2026）によって容易に内容を知ることが

可能となった。 
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